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【2026年度キャリアデザイン】 最終レポートの書き方について 

 基本情報：「越境学習」のプランです。越境学習でなければ 0点となります。具体例をよく読んでください。 

 【課題】全授業を振り返って、ヒントになった授業での学びを根拠に、 

夏休み以降の越境学習のアクションプランを記述してください（第15回でグループ発表したプランの詳細版）。 

 【締切】月3・4限： 2026年8月3日（月）、火2・3限： 8月4日（火）、木3限： 7月30日（木）、いずれも 18時 

 【注意点】30点満点ですが、S評価が最大15％、S評価+A評価が最大50％というルールがありますので、 

総合得点順に調整する可能性があります。よって、1点でも多く獲得してください。 

 越境学習とは：自分が普段から馴染みのある環境（ホーム）から、馴染みのない新たな環境（アウェイ）へ移り、 

新たな学びを得ること。アウェイとは、今まで所属していたコミュニティ（ゼミやクラブ・サークル、アルバイト、 

ボランティア、プロジェクトなど）とは全く異質のコミュニティのこと。本課題においては少なくとも一週間以上とする。 

 課題①結論（5点） 

夏休み以降にトライする「越境学習」のアクションプランを一言で。※来年度以降でも構いません。 

 【採点基準】越境学習の理論を理解している（5点）、していない（0点） 

つまり、越境学習であることが条件です。例えば自宅でTOEICの勉強をしてもそれは越境学習ではありません。 

また、野球部で努力して全国大会に出場してもそれは越境学習ではありません。 

 【記入例】自転車で九州一周大作戦 地域ベンチャー留学で一皮むける タマサート大学に留学する、など 

 課題②理由（5点×3＝15点） 

そのプランを実践する理由を、過去に実践した本授業の学びの中で特に腑に落ちた 3 つの学びを用いて説明してください。

なお、学びは各回に一つとします。一つの回から複数の学びを引用しないでください。 

 【採点基準】各授業の学びを正確に理解し、引用して、説明している（5点）、していない（0点） 

 【記入例】●回の授業での一番の学びは・・・・だ。具体的には・・・・、実践した時に・・・・という手ごたえを感じたので腑に落

ちた。※大福帳を読み込めば、スムーズに書けるでしょう。 

 課題③具体例（10点） 

そのプランを、具体的に説明し、「自分の言葉」で実践する熱意を示してください。 

 【採点基準】以下の 2点をクリア（10点）、片方をクリア（5点）、両方ともクリアしていない（0点） 

①プランが、5W1Hが明確で、数字や固有名詞を用いており、具体的である。 

②「自分の言葉」、つまり、他者が理解できる、授業の学びを実践して感じた心の動きを照らし合わせて咀嚼した、自分だ

けの個性あふれる感性の言葉で書いていて、本当に実践する気概が感じられる。 

 【記入例】留学なら大学名まで決めて出願要件を調べて書くなど、資格を取るなら試験日を調べて勉強スケジュールを書

くなど、インターンシップなら現地で学びたいこととそのための準備を書くなど、スポーツなら大会日程と他のコミュニティ

との練習プランを書くなど。必ず越境学習であることが条件です。 

 

 越境学習の具体例： 

 留学、ワーキングホリデー。期間は一週間以上。 

 おてつたびなど長期のリゾートバイト。期間は一週間以上。 

 地域ベンチャー留学など長期のインターンシップ。期間は一週間以上。 

 ボランティアは、単発ではなく、期間は少なくとも一週間以上取り組んだもの。 

 アルバイトは、現在のアルバイト内での努力ではなく、 

新しいアルバイトへの挑戦とする。期間は一週間以上。 

 プロジェクトは、認知度向上、オープンキャンパス、ジョブハンターなど、1カ月以上の努力を伴うもの。 

 スポーツの場合は、大会優勝や 100㎞ウォーク完歩など目標を挙げつつ、一週間以上の他のコミュニティ（オンライン含

む）での学びを追加すること。他校との合同合宿の企画実施、10～50㎞を歩く大会や練習会の参加など。 

既存のサークル内での努力では越境学習になりません。 

 語学や資格などスキル系の場合は、目指す点数や資格を掲げつつ、一週間以上の他のコミュニティ（オンライン含む）

での学びを追加すること。例えば英語なら、独学以外に、DMM 英会話や国際交流教育センターで外国人と●●時間以

上話す、勉強会を組織して週●回開催するなど。一人で勉強しても越境学習になりません。 

 旅行の場合は、自らに課題（徒歩、自転車、ヒッチハイクなど手段や、ガイドブックを一切使わない、毎日現地の人々と話

すなど）を課して一週間以上の努力を伴うもの。単なる観光やグルメ、ショッピングだけでは越境学習になりません。 

以上 


